
患者さんとスタッフの笑顔が活力です!！患者さんとスタッフの笑顔が活力です!！
　大隈病院の清掃業務を請け負っています！今年の8月中旬より、前任者と交代でチームの主
任として配属になりましたが、着任当初は右も左もわからずオロオロしてばかりでした。しか
し、チームメンバーや病院スタッフさん、患者さんまでもが、「もう慣れた？」と優しく声をかけ
て下さり、大隈病院のアットホームさのおかげで今日まで頑張って来られましたし、今は、患者
さんやスタッフさんの笑顔が活力です。患者さんの快適な生活のため、病院のスタッフさんに気
持ち良くお仕事して頂くために、「今日はどの場所の清掃を強化しようか？」、「此処をもっと綺
麗に出来ないか？」など、これからも、日々メンバーと模索し努めていきます。

次号は、「4階病棟 クラーク  山崎 三佳子」からのメッセージです。次号予告

【病院仲間からのひと言】 「明るい人で、仕事が楽しくなりました」

　当院では、毎年、職員による院内学術研究発表会を
定期開催していますが、コロナ禍のため密を避け2部制でのポスター発表形式で11月12日に行われました。
　発表会の目的は、「日常診療における課題を職員自ら洗い出し、その解決策を検討することで技能や知識を学び、
職員及び病院全体のスキルアップを図る」ことですが、今年は、下記の４演題が報告されました。

（副院長兼看護部長　首藤 正子）

　患者さんの思いを大切にした個別看護やケア、多職種との連携、厚労省の今後の方向性など、当院が取り組んでい
かなければならないポイントが、他職種職員にも解りやすく発表され、73名の参加者にて活発な意見交換がなされ
ました。人前で発表するのが初めてで、何度も発表練習を行い本番に臨んだ様子が窺われましたが、終わった時の笑
顔が微笑ましかったです。今回学び得た知識をもとに、明日からの診療に役立てたいと思っています。

● 「足趾壊死状態にあった患者の の向上に向けた看護」（看護部 2階病棟）
●「自宅へ帰りたい ～在宅生活の復帰を目指して～」（看護部 4階病棟）
●「吸収不良症候群による重度栄養失調患者に対する栄養療法の取り組み」（栄養課）
●「令和4年度診療報酬改定」（総務課）

病 気 を 治 す だ け で は な く 、患 者 さ ん の 心 も 癒 す
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職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ
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大隈病院

　レスパイト＝小休止、ひと休み、息抜きの意味で、レスパイト入院は、
「介護家族支援短期入院」とも言います。介護者の日々の介護疲れや病気、冠婚葬祭などの家庭事情に
より、一時的に在宅介護が困難となる場合に、介護を受けている患者さんが医療保険を利用しての入院
です。介護者の精神的・身体的に介護力の限界を超えて、在宅介護が不能になる事を予防するためのも
ので、「介護に少し疲れているな～」「たまには旅行に行きたいな～」「一人でゆっくりしたい！」などのある
方は、大隈病院でも受け入れしていますので、ご遠慮なくご相談ください。

「レスパイト入院」って、知っていますか？「レスパイト入院」って、知っていますか？
地域
連携室

くまちゃんコラム

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
〒660-0814 兵庫県尼崎市杭瀬本町2-17-13
TEL：06-6481-1667（代表）　FAX：06-6481-1753

朗源会グループ　■岩﨑クリニック　■大隈病院附属 歯科クリニック　■在宅事業部
　　　　　　　　■特別養護老人ホーム ほがらか苑
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って、なにを話し合っているの？

　大隈病院では、多職種連携のもと種々の医療・介護にかかわる業務が行われてい
ます。その中で、医療安全にかかわる活動を行っているのがリスク委員会です。病院において各部署が協力し患者さんが
安心して安全な医療を受けられる環境を整え、良質な医療を提供する事を目的とし、毎月1回の定期的な会議を開催して

います。会議以外にも必要に応じて、委員は随時院内を見回り、危険個所の
チェックや業務手順・物品管理方法などの確認を行い、問題ある報告事項に対し
ては、改善案や対策案を協議・検討しています。委員会では、医療の安全や患者さ
んの安全確保に関する議論において、委員の職種・資格・職位に関わらず、対等な
立場で意見交換を行なっています。業務において、他職種からの異なった視点で
のアドバイスが、同じ事故や間違いを繰り返さないための問題意識のきっかけと
なり、延いては新しい対応策を導きだせる場となると考えています。

リスク委員会

リスク委員会　土山 布佐子

同じ事故や間違いを繰り返さない
ための問題意識の向上を目指して

委員会
探訪

くまちゃんニュース

　病院では、消防法令に基づき、火災に対する消防訓練を行うことが義務
付けられています。当院でも、10月23日（土）の昼から、職員の参加のもと
消防訓練を実施しました。訓練内容は、「消火」・「院内+119番通報」・「避難
誘導」などの訓練、および、火災が起き、消防隊が到着するまでの流れの
確認です。今回の消防訓練を通じて、「火災は出さないのが一番の対策」であること、そして、これからは、豪雨
による水災害や大規模地震など自然災害に対する備えも必要であることを改めて認識しました。

消防訓練を院内職員にて行いました！


